
議
案
第
三
号 

 
 

 

中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

制
定
に
つ
い
て 

 

右
の
議
案
を
提
出
し
ま
す
。 

令
和
七
年
一
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提
出
者 

 

中
央
区
教
育
委
員
会
教
育
長 

 

平 
 

林 
 

治 
 

樹 

 

 

 
 

 

中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
四
月
中
央
区
教
育

委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
九
歳
」
を
「
満
十
二
歳
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
制
度
の
要
綱
に

規
定
す
る
療
育
手
帳
若
し
く
は
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
治
療

方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
主
務
大
臣
が

定
め
る
程
度
で
あ
る
者
（
以
下
「
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
」
を
加
え
、
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
」
の
下
に
「
以
下
同
じ
。
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
条
の
二
第
三
項
中
「
に
よ
る
部
分
休
業
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
部



分
休
暇
」
を
、
「
当
該
部
分
休
業
」
の
下
に
「
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
子
育
て
部
分
休
暇
） 

第
三
十
条
の
三 

条
例
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
当
該
職
員
の
子
は
、
障
害
者
等
で
あ
っ
て
満

六
歳
に
達
す
る
日
の
翌
日
以
後
の
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
あ
る
子
と
す
る
。 

２ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
、
三
十
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

中
央
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
、
条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
育
児
時
間
又
は
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る

職
員
に
対
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又

は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
つ
い
て
、
養
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
は
、
別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
承
認
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。 

６ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
取
消
し
は
、
別
記
第
十
三
号
様
式
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
承
認
取
消
申
請
書
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。 

７ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
条
例
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
場
合
に
該
当

す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
に
係
る
期
間
の
う
ち
公
務
の
運
営

に
支
障
が
あ
る
日
又
は
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



８ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
が
産
前
の
休
業
を
始
め
、
若
し
く
は
出

産
し
た
場
合
、
当
該
職
員
が
休
職
若
し
く
は
停
職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
が
死
亡

し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

９ 

教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
を
取
り
消
す
も
の
と

す
る
。 

一 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
が
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。 

二 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
以
外
の
子
に
係
る
子
育
て
部

分
休
暇
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

三 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
の
内
容
と
異
な
る
内
容
の
子
育
て
部
分

休
暇
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

10 

職
員
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
の
養
育
状
況
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
別
記
第
十
四
号
様
式
に
よ
る
養
育

状
況
変
更
届
に
よ
り
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
一
条
中
「
及
び
前
二
条
」
を
「
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
号
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 

      



第１２号様式（第３０条の３関係） 

承
認
権
者 

（   ） 
所

属 

（   ） （   ） （   ） （   ） 転 記 

  

 

 

子 育 て 部 分 休 暇 承 認 申 請 書 

 
年  月  日提出 

（承認権者） 
            
               様 

申

請

者 

所 属 
職務名 
氏 名                

 
 
 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 
 
   

１  申請に係る子 

氏    名  

続  柄  等  

生 年 月 日    年   月   日 

２  申 請 期 間 
  及 び 時 間 

     期      間 時   間 
 
年  月  日から 
 
年   月    日まで 

 
□毎日 
   

□その他 
（    ） 

午前  時  分から 
    時  分まで 
午後  時  分から 

時  分まで 

 
年  月  日から 
 
年   月   日まで 

 
□毎日 
   

□その他 
（    ） 

午前  時  分から 
    時  分まで 
午後  時  分から 

時  分まで 

３ 備    考 
 

（注）１ 申請に当たっては、母子健康手帳等の写しを添付すること。 
２ 該当する□には、レ印を記入すること。 

 
 
 



第１３号様式（第３０条の３関係）

氏名所属 所属

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

子　育　て　部　分　休　暇　承　認　取　消　申　請　書

　年　　月分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

承認取消申請時間

午　　前

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

承　認
権者印

出勤簿
整　理

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

日
付

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

午　　後

　時　　分から
　時　　分まで

時間数 備考関与者印

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分



 

第１４号様式（第３０条の３関係） 

所

属 

（    ） （    ） （    ） （    ） （    ） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

  （承認権者） 

         様 

 次のとおり子育て部分休暇に係る子の養育状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

年  月  日  

所 属           

職務名           

氏 名           

 

１ 届出の事由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった。 

□ 同居しなくなった。  □ 負傷・疾病 

□ その他（         ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した。 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した。 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された。 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終

了した。 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項

の規定による請求に係る家事審判事件が終了した。 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福

祉法第２７条第１項第３号の規定による措置が解除された。 

□ その他（                        ） 

２ 届出事由が 

発生した日 
      年    月    日 

３ 既承認子育て 

部分休暇期間 

      年    月    日から 

      年    月    日まで（    月    日） 

（注）該当する□にはレ印を記入すること。 



附 

則 
１ 
こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第

三
十
条
の
三
第
五
項
の
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
そ
の
他
の
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
手
続
に
関
し
必
要
な
行
為

に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
説 

明
） 

子
育
て
部
分
休
暇
の
新
設
及
び
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
の
子
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議
案
を
提
出
し
ま
す
。 

 



新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 
○ 
中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
四
月
中
央
区
教
育
委
員
会
規
則
第 

十
三
号
） 

 

新 

旧 

（
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
） 

（
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
） 

第
二
十
九
条
の
二 

子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
は
、
満
十
二
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
（
配
偶
者
又
は
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
制
度

の
要
綱
に
規
定
す
る
療
育
手
帳
若
し
く
は
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
若
し
く
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ

っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
主
務
大
臣
が
定
め
る
程

度
で
あ
る
者
（
以
下
「
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
満
十
八
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
を
養
育
す

る
職
員
が
、
当
該
子
（
次
項
に
お
い
て
「
養
育
す
る
子
」
と
い
う
。
）
の

看
護
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世
話
又
は
疾
病

の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
子
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休

暇
と
す
る
。 

第
二
十
九
条
の
二 

子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
は
、
九
歳 

 

に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
（
配
偶
者
又
は
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
） 
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を
養
育
す

る
職
員
が
、
そ
の
子
（
次
項
に
お
い
て
「
養
育
す
る
子
」
と
い
う
。
）
の

看
護
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話
又
は
疾
病

の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
〇

〇 
 
 

）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休

暇
と
す
る
。 



新 

旧 
２
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

（
介
護
時
間
） 

（
介
護
時
間
） 

第
三
十
条
の
二 
（
略
） 

第
三
十
条
の
二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

中
央
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
三
月
中
央
区

条
例
第
三
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
又
は
条
例
第
十
八
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し

な
い
時
間
が
あ
る
職
員
に
対
す
る
介
護
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日

に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認

を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う

も
の
と
す
る
。 

３ 

中
央
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
三
月
中
央
区

条
例
第
三
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業 

 
 
 
 

 
 

〇

〇 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し

な
い
時
間
が
あ
る
職
員
に
対
す
る
介
護
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日

に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

の
承
認

を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う

も
の
と
す
る
。 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

 

（
子
育
て
部
分
休
暇
） 

 

第
三
十
条
の
三 

条
例
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
当
該
職
員
の
子
は
、
障
害
者
等
で
あ
っ
て
満
六
歳
に
達
す
る
日
の
翌
日

以
後
の
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
と
す
る
。 

 

２ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り

に
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
三
十
分
を
単
位
と
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

３ 

中
央
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

部
分
休
業
、
条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間
又
は
条
例

第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務

し
な
い
時
間
が
あ
る
職
員
に
対
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て

 



新 

旧 
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当

該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
つ
い
て
、
養
育
を
必
要
と
す
る

事
由
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
証
明
書
等
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

５ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
は
、
別
記
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
子

育
て
部
分
休
暇
承
認
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

６ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
取
消
し
は
、
別
記
第
十
三
号
様
式
に
よ
る

子
育
て
部
分
休
暇
承
認
取
消
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

７ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
、
条
例

第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
れ
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
に
係
る
期
間

の
う
ち
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
日
又
は
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

８ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い

る
職
員
が
産
前
の
休
業
を
始
め
、
若
し
く
は
出
産
し
た
場
合
、
当
該
職
員

が
休
職
若
し
く
は
停
職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休

暇
に
係
る
子
が
死
亡
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

 

９ 

教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。 

 

一 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
が
当
該
子
育
て
部
分
休
暇

に
係
る
子
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。 

 



新 

旧 
二 
子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部

分
休
暇
に
係
る
子
以
外
の
子
に
係
る
子
育
て
部
分
休
暇
を
承
認
し
よ
う

と
す
る
と
き
。 

 
三 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部

分
休
暇
の
内
容
と
異
な
る
内
容
の
子
育
て
部
分
休
暇
を
承
認
し
よ
う
と

す
る
と
き
。 

 

10 

職
員
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
の
養
育
状
況
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
別
記
第
十
四
号
様
式
に
よ
る
養
育
状
況
変
更
届
に
よ
り
教
育

委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
期
間
計
算
） 

（
期
間
計
算
） 

第
三
十
一
条 

第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
か
ら
第

二
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
休
暇
の

期
間
に
は
、
週
休
日
並
び
に
超
勤
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
（
日

を
単
位
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
休
日
及
び
代
休
日
を
含
む
も
の
と
す

る
。 

第
三
十
一
条 

第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
か
ら
第

二
十
六
条
ま
で
及
び
前
二
条 

 
 
 

 
 
 

の
規
定
に
よ
る
休
暇
の
期

間
に
は
、
週
休
日
並
び
に
超
勤
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
（
日

を
単
位
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
休
日
及
び
代
休
日
を
含
む
も
の
と
す

る
。 

附 

則 
 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項

の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
中
央
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
三
十
条
の
三
第
五
項
の

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
の
申
請
そ
の
他
の
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
手

続
に
関
し
必
要
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 



（新） 

第１２号様式（第３０条の３関係） 

承
認
権
者 

（   ） 
所

属 

（   ） （   ） （   ） （   ） 転 記 

  

 

 

子 育 て 部 分 休 暇 承 認 申 請 書 

 
年  月  日提出 

（承認権者） 
            
               様 

申

請

者 

所 属 
職務名 
氏 名                

 
 
 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 
 
   

１  申請に係る子 

氏    名  

続  柄  等  

生 年 月 日    年   月   日 

２  申 請 期 間 
  及 び 時 間 

     期      間 時   間 
 
年  月  日から 
 
年   月    日まで 

 
□毎日 
   

□その他 
（    ） 

午前  時  分から 
    時  分まで 
午後  時  分から 

時  分まで 

 
年  月  日から 
 
年   月   日まで 

 
□毎日 
   

□その他 
（    ） 

午前  時  分から 
    時  分まで 
午後  時  分から 

時  分まで 

３ 備    考 
 

（注）１ 申請に当たっては、母子健康手帳等の写しを添付すること。 
２ 該当する□には、レ印を記入すること。 

 
 
 



（旧） 

 
 
 
 
 
 
 
 



（新）

第１３号様式（第３０条の３関係）

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

備考関与者印
日
付

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

午　　後

　時　　分から
　時　　分まで

承　認
権者印

出勤簿
整　理

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

時間数

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

子　育　て　部　分　休　暇　承　認　取　消　申　請　書

　年　　月分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

承認取消申請時間

午　　前

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

氏名所属 所属



（旧）



（新） 

第１４号様式（第３０条の３関係） 

所

属 

（    ） （    ） （    ） （    ） （    ） 

 

養 育 状 況 変 更 届 

  （承認権者） 

         様 

 次のとおり子育て部分休暇に係る子の養育状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

年  月  日  

所 属           

職務名           

氏 名           

 

１ 届出の事由 

□ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった。 

□ 同居しなくなった。  □ 負傷・疾病 

□ その他（         ） 

□ 子育て部分休暇に係る子が死亡した。 

□ 子育て部分休暇に係る子と離縁した。 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された。 

□ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終

了した。 

□ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項

の規定による請求に係る家事審判事件が終了した。 

□ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福

祉法第２７条第１項第３号の規定による措置が解除された。 

□ その他（                        ） 

２ 届出事由が 

発生した日 
      年    月    日 

３ 既承認子育て 

部分休暇期間 

      年    月    日から 

      年    月    日まで（    月    日） 

（注）該当する□にはレ印を記入すること。 



（旧） 

 


